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　本校では，平成鎗年度よ難彩生きる力を育む学習活動の麟造鋒を大主題として欝究実践紅取り緩んで

いる。平成露年度からは本譜主題を掲げ，鰐象とする教科・領域を広げ，人や事物・麟象とのかかわ琴

を大舞挺した授業づくりに努めている。

　【キーワード至　まなび合い（課題追究力〉　つたえ合い（表瑛力〉　みとめ合い（蓬解・尊重の態度〉

至　醗究主題

1　醗究主題

　生きる力を畜む学習活勇の麟逡

　　～ひびき会い学び続ける子どもの姿を求めて～

2　主題設定の理由

鶴　今鷺雛課題から

　変乾の激しい縫会に柔軟紅鷲癒し，主弊誌，麟造欝

に生きていくために郵生きる力蓬を奮成して墾くこと

が大窮である。今，学校教蕎紅は．豊かな心と察ら学

ぶ意欲を鳶てなぶら，基礎・基本や宿穀実現の力を鷺

み，生藻にわたって学んでいく基礎を培っていくこと

が求められている。

　また，本祭では基礎学力両上の取弩緩みの一つとし

て「分かる授業」の実践を掲げている。具体的には次

の点を大舞託した授業び）実現であ鯵，これは，本妻で

掲げている「自ら学びとる授業盛と麟を一にする．

①
②
③
④

学習§標や学習内容が分かる授業

学習方法や追究する方法が分かる授業

共に学習するよさが分かる授業

学習したことが役に立つ事が分かる授業

　このような課題を踏まえ，学習指導では．知識の量

ばかりでなく露ら学ぶ意欲や思考力，織翻力，表現力

などの資質や能力を総合的1こ育てていく取辱緩み潜一

屡人影である。

（跨　本校の教育蓉標から

　本校教育灘票のr進んで学ぶ子ども涯では基礎・基

本の定着や自己解波力の育成などを実践事項として掲

げ，意欲的に学んでいく子どもを，また，r思いや鯵

のある子ども3では，霞鰹のよさを認め合う心の青鮫

や共紅生きる心の育成などを実践事項として上げ，か

かわりながら学んだり理解し合ったりすることのでき

る子どもを看てていきたいと考えている。

麟子どもの実態から

　南街地中心部を学区にもつ本校の子どもたちは，隣

るく素癒な子どもたちが多いが，生活空聞の麟約など

から警然とのふれあいなどの鉢験が不足しがちであり，

体験を通して学んだり実感を繹って考えたりする経験

が少ない。…方，様々な友だちとふれあい思いや晦の

心を持ってかかわ弩ながら成長していく姿は，本校の

子どものよさの一一つである。このよさをさらに広げ，

様々な人々と穰極的にかかわり，窪飽を認め合ってよ

りょく生きていこうとする姿勢を蕎てていきたい。

　このような実懇を踏まえ，本校では，、L記主題を掲

げ，様々なかかわ吟を通して考えた彗問題を解決した

りするカを育てていく教育実践に取り緩みたいと考え

ている。主題紅掲げたひびき会う授業を実現すること

が，子ども一入一人の窪己存在感を高め，売窶した学

校生活を送りながら，生羅紅わたって楽しく学び続け

ていく基盤を育むと考える。

3　醗究主題の解釈

（i／めざす子ども檬と育てたい資質・籠力

　今目的学力観や本校の子どもの実態から，本醗究を

通して育てたいF生きる力」につながる資質や能力を

次のように3点掲げる。体技で育てたい生きる力／

○進んで鷺題を解決する子ども

　鮮象や事象1こ興殊・縫心を持ち，かかわったり協力

し合ったりしながら課題を追究する籠力や態穫

　　　　　　　　　　　　　　　　　（課題追究力）

0よく考え．豊かに表現ずる子ども

　§分の考えをしっか警持って，豊かに表現したり，

しっか馨と受け廷めたりしながら互い1こ交流できる能

力や態度　　　　　　　　　　　　　　　（義理力）

○よさを大｛雰1こずる子ども

　異なる考えや生き方を認めるとともに，自飽のよさ

や不十分さ，様々な懸魑鐡こ気づき，学んだことを生

かしよりょく生きていこうとする心情や態度

　　　　　　　　　　　　　　（理解・尊重砂態度〉

　全体を通してかかわりながら問題を解決する力を育

成し，めざすぜひびき合い学び続ける子ども涯に遮っ



鰺8 福島大学教育実践醗究紀要繁藤号

ていきたい。

鱗　主題に示した「ひびき合い」と「学び続ける3に

　ついて

　上に示した資質や縫方は，課題の発見，晃透しの獲

得，課題の追究，高め深める表現活動，などの過程を

経ながら身についていくものである．また，これらの

学習から得た成就感や反省などから新たな課題や意欲

が生まれて学びは連続していくざ学び続ける」）。

　「ひびき会う」姿とは，この学習の過程において

「まなび合った穆」野つたえ合った琴」ヂみとめ合った

り」する姿ととらえる。これらの姿は，素耕や学習内

容（事象・鰐象）との鐵会い1こよ鯵興殊や関心，意欲

が喚起され，さらには，友だちや教麺，あるいは専門

家や地域の方々など様々な人とのかか孝）鱗こよって成

り立ち，発実してくる。主題紅掲げる野びびき会い」

は，このように人や事象・対象とのかかわりから生ま

れる（ヂひびき合い珪）．

　学びには，蕪者のような連続性と後者のような広が

り・深ま琴の2つの灘面がある。一人一人の子どもの

学びは，子どもの身体が充実難と絞長簸の2つの薩を

経ながら育っていくように，様々なかかわりの中で生

まれた広が琴や深ま戦が纒々に返っていくことでさら

紅連続していく（ひびき合いと学び続けることの関連）。

　このような学びの姿が，生獲学び続ける姿に結びつ

いていくと考える。

豆　概究内容

1　授業改善の携点とポイント

ひびき合う授業

　かかわ警ながら，まなび合った弩，つたえ合った

り，みとめ合った琴する学習活動

　撹点豊　まなび・会う　（課題追究力〉

　　授点2　つたえ合う（表理力〉

　　撹点3　みとめ合う〈蓬解・尊重砂態渡：〉

　育てたい資質・縫方と麗連付けて，実践の視点を、ヒ

記の3つに整還した。各教科・籟減等のねらいを効果

的紅達蔵するための工夫点として紘置づけ取弩緩んだ。

2　ひびき合う授業づく蟹のベースとしての取墾

　組み

構　受渡活動の推進・学習環箋づく掌）

鱒　基礎学力溝上プランによる補充

盤　概究の経過

1　全捧講懇をもとに，低・中。高・養護のブ簿ヅク

ごとに3つの視、煮を大燐1こしたブ鶯ック購想をたて

実践に励んだ．平成欝年度は，健康教育ブ讐ックを

2雛4－6

新設し，養護教論や栄養士による実践も醗究ξ）一環

　として取静圭二げた。

2　授業実践の中心となる教科・領域等は学年・学級

ごと紅浸めて実践にあたった。醗究授業では，指導

跡言者を擢聘し，授業参観カードを活矯した誌し合

　いによって姦導法の敬譲に努め，深めてきた。

3　醗究の成果として，単元繭後の実態調査を教稗や

領域紅感じて行い，子どもの変容の捲猩紅努めた。

　　また，具捧的な手立ての有効性を確かめた陰増や

　したりして，本校の財産とした（視点欝究の手立て

の累積）。

4　全学綴公雛紅よる慕主欝究発表会を，ふくしま教

　奮遷馨嬢こあわ慧て実施し，票内外の各種学校の先生

　方，地裁や保護者に成果を公翳した。

～新設した健康教春ブ羅ックの授業から～

W　概究の実際

1　低学年ブ縫ッケ道徳の実践から（第2学年〉

　憲題名　ヂどうしたらいいのかな」

　生活経験渉次第に豊かにな警行動範懸が菰がってく

ると，周霧とのかかわ鞍がぐんと増え，家庭や学校で

様々な聞懸場藤江薩面する機会が増え，農己漢定や舞

獣こ逡られることが少なくない。懸々の懸纏観を育て

るとともに，子どもが持っている懸樋観に気づかせな

がら道徳的警懸無力を育んでいく取継継みが必要である

と考えた。

＜まなび合うために〉

　○複数の懸纏を含んだ密葬資料を活還する。

　○選んだ鴛為を吟賺するために震害彗漢技を行う。

ぐつたえ合うために＞

　○考えの霧示や話し合いの充実のためにネームプ

　　レートを準備する。

〈みとめ合うため紅＞

　○役割演技のあと1こ§分を見つめる再吟殊の場を設

　　ける。

　授業では・森のパン量さんの離籍蕊のシール醗りに
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壷んでいたところ，風で飛ばされた鼕鼕子を遽って　軽を

離れてしまったりすが鷺に戻ってよいかどうかという

状溌を役割演技を通しながら考えていった。

　ゼシールは，ぜったいぼくのもヂ）だぞ。わたさない

よ。」と醸られた敏数しかないシールを自分のものだ

と墨張するキツネの演技に難して，ドそれじゃあ，脅

すさんがかわいそうだよ。」rぼうしはかってにとんで

しまったんだから，りすさんはわるくない毒と葦）す

ヂ）立場を思いやり弁護する考えや，隣すさんは，れ

つを1まな擬たんだから一番後ろにならぶべきだよ語

といった蔑難を大勢狂する考えなどが欝され，議し合

いを遷して轡懸の基1こなる考えを深めることができた。

～役割演技を通してまなび合う～

　終末の段購では，話し合いを踏まえて再跨殊したり，

教麟の説話を難いたりすることで一麟考えを深める姿

が認められた。

2　中学年プ嚢ック算数の実践から（第尋学隼〉

　単元名　「わ》算のしかたを考えよう鋤雌

　数と計算領綾の餐人差が大き疑ことから，第3学年

蒔からTT簾醍教員との習熟度購コース学習を行っ

てきた。本単元で縁，アルゴ饗ズムの理解撚率心とな

っていた董学難のわ鞍鼻の筆算の学習を受け，筆算を

つく鯵上げる学習を通して筆算に奮ま熱る数理的な麹

理のよさ紅気づくこと嚇できるような1取鯵麺1殊を試み

た毒

〈まなび合うため紅〉

　○筆算を舞舞鐵す算数的活動を取彎入褻る。

〈つたえ奮うため紅〉

　0鱗i習の筆算を根擬とする褒愛活動を取穆入舞る円

くみとめ合うため紅＞

　○お互いの考えの良さに気づくことができるように，

　　醗点を瞬らかにした話し合い活動を展窮する。

　じっくりコースでは，其体物を縫った嬢作活動を大

勢にし，操作活動を通して気づいたことを交流するこ

とで，わり算の方法や意殊の蓬解を深めることができ

た。また，少人数で一一人一人を確実に支援することで，

筆算の定義をはかることがでぎた。

　しっか鯵コースでは，…人一人がしっかりと考えを

持った上で表現活動ができるように，ノートづく鱗こ

力を入れた。話し会いの場のコーディネーターとして

教編が一人一人の考えを捲握しながら話し会うことで，

数理の良さに気づく発菖を鱗き讒しながらわ吟算の仕

方の確実な選解と定養垂こ結びつ彰ナることができた弓

蕪奮蒙繋叢

～解決方法をつたえ合う～

　ぐんぐんコースでは，虫食い算，外撰のわり算など

素紡を工夫することで子どもの追究意欲や愚考活動を

高めながら筆算が成り立っている意陳を考えた。虫食

い算の素材は，計算纈序を逆からたどることで藏の立

て方を確実記し．いろいろな懸の割箏算を比較櫨離す

ること垂ま筆算方法のもつよさを薙かめ，義とめ会うこ

と1こつな潜ったゆ

　こ灘らの簾一ス舞学習の取零懇みの評癒紅学力テス

トで変審を講蓋したところ，大きな紳びを認めること

ができたゆ蜜た，子ど屯たちから縁習熟度磯学饗紅つ

いてヂ学饗藻とてもわか馨やすい縫雛分にあったや

弩方で学習できる。藩などの声瀞多く塞されている、

3　高学隼ブ嚢ック露語科の実践から（第§学年〉

　峯元名　ヂ作家と作品に懲会おう匿きつねの窓幻

　子どもたちは，蔓学雑嚢こ宮沢賢治の「やまなし」を

学習し，これまでに殊わったことのない文学作品の面

白さにふれてきた。この発展として，自分の読みのこ

だわりや問いに濃って文学作贔を議み深め，その恐い

や考えに鰐して互いに友だちと意見交流し合い，新た

に作品の嚢糞さや魅力を発売できる授業を冒指して，

安房石子作野きつねの窓遍を教材にして取鯵緩んだ。

＜まなび奮うため紅＞

　○問いの一覧表を猛還し，一人一人が§分の考えを

　　もてる読ゑ取り（綴人読み・グループ読み〉の時

　　問を工夫する。

＜つたえ合うため紅＞

　○パネルディスカヅションの手法を癒駕し，議題提

　　供をもとに誌し合いを展囃していく。

＜みとめ合うため紅＞

　○共通点や趨違点を踏まえ，多蟻な読みを認め合え
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　　るように支援する．また，話し合いを受けて露分

　　の考えをまとめる暗闘を大窮にする．

　鰯人読みやグ膨一プ読みを受け，議し合いでは，次

の3つが議題の中心となった。

　・きつねはなぜ鉄砲をもらったのか。

　・正体がばれてもな蒼きつねはにげなかったのか．

　導鮨の恋嫁とはなにか。

　姦し会疑で垂ま，£きつねは最1初から嚢1体がばれるこ

とを党籍で鉄砲をもらおうとして疑たのか」という疑

瞬から様々な意見潜鐵さ離，話し合》懸続いた。想像

による姦し合いが続く率，誓こ醗，ほくのお舞さんで

す露鋒という文を見つけることで野この交からきつぬ

は蓬体療養ぼ勲てもいいと悪って最初から蓼ぼく選蓼さ

そったので轍な無か墜という発喬を難き鐵すこと嚇で

き，叙遠江墓づ観た甕とめができた鷺

　このよう妻こ叙遠に基づいて議し奮いを進めるための

教麟の積極雑な轡きか韓を大皺こしながら，纏の2点

についても議し合いを進めること潜できた。

　議し合い後のノートには，ヂ三麟議し合って三つの

話題がつなが諺，窪きつねの窓雌の認がよく分か弩ま

した。2番醤の議題紅ついては考えはい一）しょなんで

すが，子ぎつね潜主人公のことをなぐさめていると思

いました。護など，欝分の読みと多様な讀みを大窮に

する懇懇が認されていた。

～様々癒講みをみとめ合う～

尋　養護ブ瞬ック生活単元・総合的な学習の繕闘

　の実践から（たんぼぼ学綴・ひまわ蓉学級合濁〉

　活動名

　ヂ手作》パン＆クッキー工蕩たん1雲ぼ・ひまわ夢」

　本校6）養護学級には，濤緒緯書箆5名と病弱・身体

磁弱児2名渉在籍している。緩々の実態1こ違いはある

ものの，生活経験やコミュニケーションの力が不足し

ている点が共通している。

　そこで，児童の興稼・関心の高い食に関する素材を

取り入れながら人や勃にかかわっていく意欲や力を育

てる取り緩みを2学級合縁で行っている。

〈まなび合うために＞

2蓼舞構一6

　○子どもの饗殊・麗’むのある食紅麗する素材を活罵

　　する。

ぐつたえ合うために＞

　○自己淡定を思いや顯いの表現の場ととらえ，選訳

　　の場を充実する。

＜みとめ合うために＞

　○互いの思いを確かめるふれ合い，かかわ穆合いの

　　場を発実する。

　実践では，パンケーキ鐸り，パン屋での買い鞠，篠

グ）覇籍など多様な活動を通して，子どもの活動体験を

増やすように努めながら学習を進めた。

　重点的垂こ取鞍縛んだパンとクッキーのお縫｝を饑く学

習では．パンケーキ作琴や買い物などの学習を生かし

な潜ら，お鷹を翻簸た静買継麹をした修する活動を工

夫した登子繰縄士の慧ミュニケーシ轟ン活動を発案さ

登る必要褻あるという反省を踏まえて，実灘紅売る，

買うといった行動を．糞葉を題しな懸ら蕪験さ縫1るよ

う紅努めた。

　お篠を竸く子どもからは，ギいらっしゃいま慧～蓬

誓あ銑赫とうござ籍豪した～、また，どうぞ盛などの

声嚇，また，震い麹をする子どもたちからはヂこん紅

ちは、○○くださ疑．錘森どの声潜嶽然紅繊てくるよ

う紅なってきた。

　瞬発公雛では．こ轟らの学習の成果を生かしで参観

下さった方々にご協力いただき，より法いかかわりの

中で学んだことを体験できるようにした。初めて接す

る方々にも笑顔と大きな声で癒鰐する姿に，取零緩み

の成果をみることができた。これら6）絞果は，§常生

活でも晃られ，発語が増え，表構も豊かになってきて

いる。

～初めての人にもにこやかにかかわる～

V　実践をふ》かえって

　平成蔦年度は，健康教奮ブ導ックを新設し，養護教

論や栄養士による実践を瞬発として行うなど，全職員

が一丸となって授業づくりに取り緩むことができた。



生きる力を育む学饗活嚢の麟造 2雛

まなび合い（課題追究力〉，つたえ合い（表現力），み

とめ合い（理解・尊重の態度／の3つの観点を取鞍入

れて授業作りをすることで，学ぶ意欲や思考，鞍駈，

表i現などの生きる力紅絞びつく力を育む学習振導がで

きてきた。また，ひびき合う授業は，子どもが白目存

在感を感得できることにつながり，よ鯵よい人聞縫｛系

の醸絞や顧るい学校づくり1こ結びついている。

　承瞬発は，欝究仮説を立てずに視点を設定して鴛う

新擬点欝究」の手法により実践麟究を進めてきた。各

視点1こ関わる手だての累積と整蓬を進めることができ

た。今後も視点麟究のスタイルのよさと留意点を自覚

し，継続していきたい。

　3つび）視点を大燐にして捲導していく1こは，ゆと辱

ある単元織紋が不可欠である．搬導鋳数に限りのある

今蕪，年購の教材全体をしっか鯵とつかみ，重点化を

緩る単元や育てた力で惑溺していく単元など，教育課

程全体を見極めながら醗究を進めていきたい．また，

表現活動をゆと弩あるものにするために，授業暗闘び）

弾力的な運駕も心がけていきたい。

　今後も，今嚢の学力観を大切1こしながら欝究実践を

一一ﾉ擾進し，生きる力を身につけた子どもを育ててい

きたい。


